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皿ケ嶺の盲蛛ごその越冬について 


S 好保德 

東京义理科大學が物學敎室 

を山市の東南ホに化糧する皿ヶ詰 (1271m) はをの東ホに連なる陣ヶ森 （12 
10m) Vお墨山（145か 11) と一帶じ廚ェ省地質圖乂芳園幅で見る如く刹•ホ輝石を 


山岩で構成されてねる山观でち槐山ま脈の中の1である0姐頂一帶の:!ヒ側はブ 


ナ、アブラチヤン、力へデ類等をま要素とする落襲獨葉樹林で 900 m な下はお 
の人造がである。この中盲蛛の調齋を巧つた風巧附近の杉がは面積凡を30町ホ 
雨量は順調、降雪な 12 巧上旬から 3 巧迄の間、 日が 庭が但し冬期稍す良、 傾斜 
20 度から 50 度の閒じある、をの樹令約 30 年（大正 7 伞 2 年生をを移隋す）、さて 
こ打等の杉は軍用がとして昭和 17 年及び 18 年の 2 回にわたつて蕾しい間伐が巧 
はれた 0 大正7年な前にがけるこの人造林の地はホ部み义 スキ、 スダレ ヨシの 
草原で山麓農家の自給肥料の供給地であつた。みに擧げた皿ケ嶺產盲蛛類は上 
記の杉が:中なび山頂原始が中じがいて觸がが年蕾から同巧年春じあぶ 3 ケ年 37 
间の實地調婿は女部省自が科擧獎©をじよつてなされたもの、1部であること 
を明記して感謝の意をおす 0 

1•皿ケ嶺産盲蛛額 

Laniatores 

Fam. PhaIarjgodi<Jae 

Subfam. Sarasiiucinae 

① 饼 risilvea cavicola 

② Pseudobiantes japonicus 
於 im. Travuniidae 

③ Peltonycliia sp. 

Palpatores 


Aftti Arachnolojrica Vo し IX. No# 1/2 {1914) 
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Fa 町 . Isobyropsalidae 

④义 schyropsalis 注 bei 

⑥ S 江 bacon pygmae 口の 
愈 Sabaco 打 sato-ikioi 

ド am. Pharangiidao 

SubfaitL Oligolophinae 

⑦ Caddo sp. 

細 bfarrt laobuninae 

⑧ Nelima gen 口 fusca 

③ Metaliobunum japonic 。 の 
Subfarrt Gagrellinae 

⑩ Syste 打 ocentr 口 8 japonicus 
⑩ Gagrellula ferruginea 
⑩ Gagrellopsis sp. 

2.11 月から蜜夺 3 巧下旬をに禁ち街ホる會蛛 

上記皿ヶ嶺產盲妹の中多くの種は秋末迄に產卯毙巧するのであるが中には輩 
下で越冬するものがあることを知つた®ホづ巧から翌年3巧をの期間に觀樂 
した具體的な例をあげることから始めよう0 
a ……昭禾口16年11巧9日 

Pseudobiantes japonicus , 本穗は成體のま、越冬するがこの日旣じ運動遲樣と 
な!)腐葉下で步較をち、、めてぢつとレてゐたげ疋を觀察す ）0 

Peltony 沈 ia sp •，本種は極めて珍奇な育蛛であつて近くその詳細を發表ずる傑 
をであるが腐葉-ドで巧氣じ運動しつ、あつた0 

Isohyropsalis abei , まだ生きてねる雄1疋を發見したが、しかしネ種は越冬し 
ない0 

Sabacon pygmaeum , 夕數の幼おが腐葉の下で元氣じ活動してゐた〇 この域 
おが越をする （10 おを觀察 )0 

Sabacon sato . ikioi , 成雄 雌 各1巧を觀察した 0 この成疆は越冬しないことが 
その後の觀察で日月らかとなつた0 
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Nelima genufusca, 本種は越をしなレ、種であるがしかし尙この日 3 起の濟衰へ 
た錐を観察した0 
b …… 同 11 巧 30 日 

Pseud obiantes japonicus, 杉務葉下でぢつとして運動しない 0 

Peltonychia sp., 腐葉のてに溃たはつて!なる杉をの下頭で緩慢な蓮動をして 
わたげおを觀察 )0 

Sabacon pygniaeum, 落葉の下で巧:氣じ生活す 0 
C .…同12巧2•弓日 

この白杉が中にも約 7 c : m の贈があつた0 

Pseudobia 打 t が japonicus, 齊葉下にあつたモグラの化道の入口で步肢をちぐ 
めて靜止してた)た0 

Peltonychia sp., 雪下の腐葉中で元:氣じ步いてゐるもの 5 疋を觀察した 0 
d -••、..昭和 17 年 1 巧 3 日 

この日氣源一ぇ5度、演雪 24cm 、 雪下の磯葉は未だ凍結してゐないでをの中 
の溫度は一0ぶを0 

Pdtony 沈 ia & P ，， のみを發を成來た。赎葉中で緩媛な運動をしてたた 0 
e ， …"厨2巧22日 

この S 氣溫一 0*5 度、礫雪 20cm 、 雪ド磯藥は凍結し！:をの中の溫度™ 0.9 度 0 

Pseudobia が es japonicus ， 雪下の殘葉の間に靜ムしてゐるものを發をした〇を 
れを掌_とに]をを賊漫ぐも動かホ、をみをァルコホル中に投入したところあ陵を 
動かしたので生きてゐたことは明らかである0 

Peltonychia sp ., 蘭藥まだ凍結しない時に棲息してねた場巧•じは旣じむない 
で更に深下部の腐樹巧下面で1疋を觀察した0 

Gagrellopsis sp ‘，衫の狼元の雪との聞隙から靈上じ步きおて極めて速く逃避 
するのを觀蔡した 0 Palpatores じ游するもので成體のま、越冬するのを觀察し 
得たのは本衝のみであつた0本種のを活巧は巧ホあるも ので あらう。 
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f ……间 3 巧 21 日 

この口氣溫8度、穂雪なし、嫁葉線結せずしてをのやの溫度4度0 
Pseudobiantes japonicus , 薇葉で旣じ元氣な步巧をしつ、ある1,おを觀察した 0 
Peltonychia sp ., 蹲葉中で3お元氣なものを觀察した 0 
Sabacon sato - ikioi ， 幼形を腐葉中で夕く發見した。 

各……同11巧1日 
この曰氣溫12度0 

Strisilvea cavicola, 1 ぶ落葉下でホ氣〇 

Pseudobiantes japonicus, 落葉下の樹ぶの下面に旣じ集をしてねる II ぶを觀 
察した0 

Peltonychia sp., 落葉下で元氣じ活動しつ、あ！ ) 〇 
Ischyropsalis abei, 祿衰へた雌雄を 1 ぶを腐葉下で觀察す。 

Sabacon pygmaeum, 幼形腐葉下で巧氣な？ ? 〇 が疋をとる 0 
Nelima genufusca, 老衰した雄尙多く、雌も少數を觀察した 0 
h …… 同 11 巧 15 日 
氣溫 4 度 

Strisilvea cavicola, 1 疋を下で觀蔡〇 
Pseudobiantes japonicus, ホ肢をちぐめ 傑葉 ドで靜 ih す 0 
Peltonychia sp., 嫁 葉下で元氣な！ ) 〇 
Sabacon pygmaeum, 额お元氣なり 0 
Sabacon sato-ildoi, 成離 2 巧をとる 0 

Nelima genufusca, 杉;林中じある岩石の北側の表面に約 20 ぶの雖がホ散を!巧 
直に伸ばし腹部を若廚じ着けて靜止してゐるのを觀蔡した0 
i …同12月6日 

この日氣溫〇度、腐葉中〇ぶ度、積雪 12cm 、 凍結してわる腐葉中 0 度。 
Strisilvea cavicola, まだ凍結してゐない蹲襲の中から雌雄 2 おを得た 0 雌は死 
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髓であ！)雜は元氣であつた0 

Pseudobiantes japonicus , 倒れてゐた巧株の下雨で4疋緩慢な運動をしつ、あ 
つた0 

GagrellQpsis sp ., 腐葉下にあつた杉皮のて面で6疋がホ腺を眞直にをのホ巧に 
伸して靜としてゐた〇 
j ……昭和18年1巧10 口 

この 日氣溫〇. 5 度、穂載日 cm 、 どの穗も發見お來ず〇 
k ••…昭ネロ19年1巧30日 

この日氣溫 0.1 度、穗雪 10 cm 、 凍結麵中 一0 ぶ度 0 

Pseudobiantes japonicus , 古株の下おの間隙じ2ぶ步肢をちぐめて靜ムす 0 

Peltonychia sp ., 凍結してたる腐葉の下じある樹あの下圓じ僅かに識結して 
ねない場所があつた0をこじ2疋巧氣じ生活してゐた〇 

Sabacon pygmaeum , 亞成體じ近レ、大いさの幼形が凍結磯葉下の間隙で極め 
て元氣じ活動しつ、あつた0 

Gagrellopsis sp ., 凍結してむる腐葉中に重ねられてゐた樹皮の閒で步肢を伸 
して靜止してゐた〇觸れると活潑じ逃避することが巧來た〇 

な上の觀察から戍體又は相當じ成長した幼おの狀態でこの雪下の腐葉中で越 
をすることを確認した種類は次のかくである。 

Laniatores 

Strisilvea cavicola 
PseudoDiantes japonicus 
Peltonychia sp . 

Palpatores 

Sabacon pygmaeum 
Gagrellopsis sp . 

尙越を中を發見するこは不可能であつたが初夏じがいての成長の有樣から 
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Metaliobunum japonicum は 相當成接した幼形のをで越冬ずること は 疑ひない。 

3•越をの狀ぷ 

皿ヶ嶺で言蛛の觀察をはじめた當初-擎者は庵卵を終へたならばやがて盲蛛は 
棋毙巧し卯が主中で越をし早春をれが瓣化ずるものと/想ってゐた〇しかしをの 
後の調おじよってを穂の'靑蛛は庵卵の時期もをの場所も、成だの樣于も、卵が 
雕化ナる時期も、生活をもそれぞれ皆が違してなることを知って僅かに1觀じ就 
いて？へをれを日月らかじすることは容易ではないといふことを知った。さて杆 
蛛の中の若-下•極は巧らかじ越をするものであることは旣じ述べたところである 
がを期にがける杉林中の n 蛾の環境の變化を簡單じ述べるならば先づ秋ホ氣瓶 
が降下し、杉林中にもやがて雪が降ら、をの後堆もまする晦嚷が凍結し、みにをの 
下側の地おが約10 cm の厚さで從の如く凍 _ t してしまふとレ、ふ順になる0これ 
は日々の氣源の變化じよって或は辟雪があ！)、或は雪洛けがあってをの水が下 
部に浸入し、或は义それが凍結するといふ事が起る故である0初雪がそのま、 
まだ溶けない頃には雪下の腐遮中はな蛛じとっては左稱じ西難を感じない樓所 
であるらしい 0 をの樣な場所では l ， seu ( lobiantes japonicus , Peho 打 }. chia sp . 等力； 
緩慢にホ巧した!）叉は步肢をちごめて觀止してゐるのがしばしば觀察出來る〇 
こ、でを意をひくことほ越冬中のを勢であるが筆者が觀蔡した總ベての場合 L 
ania に res じ屬するものは步肢をち sr め曲げて物體の下晒•じ倒さじ靜止し（倒さ 
でない場をもある）、 Palpatores じ溝するものは步肢をそれぞれその本ホのホ 
巧に眞直に伸して倒さ又は通常のが態で靜ムするといふことである。さてをの 
後1時の雪溶けがありそのんのため—裝じみに蹲葉がかたく谏結してくるとをの 
中に棲息してゐた育蛛は多くの場合他所のまだ凍結しない場所に移巧するもの 
、様である0しかしか、る觀葉中じある樹皮等の F 函でをこ力て巧白く水滴の結 
晶じよつて被はれてゐてもおをのお面にぢつと靜止してゐるものにじ agrellop - 
sissp , の如きものがあることを觀樂した 0 溫度が降下し凍結が迫るじあんで他 
所に移巧するといふことはをの羽1類に豫め厳適の趟冬の場所を遭定する能力が 
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ないことを示ナものであらう0されば寒のため最早運動をなし得なくなつた攫 
合.をび他の適當な場所に移行がホない事情にあつた蠕合には遂にをの個體じ 
は寒が呢6;まぬがれないと思へる場餘を Strisilvea cavicola で筆箸は觀察したじ 
言蛛の越をじがいて多< のものは靜ムチるも觸れ、ば活潑じ逃避し、殺も運® 
緩慢となるところの Pseudobiantes japonicus じあつても衙數歩を移動してぶ 
靜止するのを--般とナる〇 



